
令和７年度 事業報告 

 

教育活動 

 

（１） 国家試験結果 

  合格者数／受験者数 合格率 

１ 級 

筆記試験 14／22  63.6％ 
口述試験 12／14  85.7％ 
総合結果 12／22  54.5％ 

２ 級 
ガソリン 57／60  95.0％ 
ジーゼル 56／60  93.3％ 

車体整備 19／19 100.0％ 

車体整備士資格に関しては全員合格を達成でき、２級自動車整備士資格についても昨年度に

比べ改善ができたが、１級自動車整備士資格については、目標を大きく下回ってしまう結果

となった。原因の究明を行い、次年度は受験者全員合格の目標を達成できるように対策を行

っていく。また、今年度不合格となった学生の再受験に向けたサポートに取り組んでいく。 

 

（２） 現在の自動車に対応できる技術を身に付けると共に、基礎学力向上及び豊かな人間性を持つ

人材の育成。 

 

【内容】 

 ・学科授業の内容及び実施時期を実習とリンクして同時進行で進めることにより、難解 

な構造、作動、制御を無理なく修得できるカリキュラムを構築する。 

      ・２級総合に向けた新たなカリキュラムの導入。 

 ・基礎学力の向上の為、班を少人数化し、放課後等に於ける個別指導の充実。 

 ・人間教育の一環として、研修旅行の実施やクラブ活動及びアジア・クロスカントリー 

ラリーへの学生の派遣等を行う。 

 

【結果】 

 ・１級自動車整備科の国家試験対策に於いて、取り組む姿勢づくりの段階に問題が有った

と考える。今後は、学生への意識付けの徹底、カリキュラム等の再検討を行う必要があ

る 

・昨年より引き続きアジアクロスカントリーラリーへの学生の派遣など、貴重な体験をさ

せることができたと考える、又学校行事やクラブ活動に関しても、昨年度より充実させ

る事ができた。 

・２級総合に向けた新たなカリキュラムでは、２輪車の実習など充実した内容が実現でき

た。 

 

 

 

 

 



 

学生募集活動 

 

  令和８年度生の募集活動については、適正な人数の留学生の確保を行った結果、二級自動車整備

科において定員数を上回る結果を出すことが出来た。一級自動車整備科及び令和８年度より変更

したオートボディ研究科（３年制）の定員数は若干下回ってしまったが、入学者全体としてみた

場合に定員数は確保できた結果となった。今後も、厳正な選考を行ったうえで適正な人数の留学

生の確保を行い、全体の定員数の維持に注力していきたい。 

     

 2026 年度入学者数 2025 年度入学者数 

一級自動車整備科 17名 31名 

二級自動車整備科 41名 26名 

オートボディ研究科 16名 19名 

オートボディ研究科   

（3 年制） 
20名 0名 

合 計 94名 76名 

 

 

就職活動 

  就職斡旋希望者の内定率    56名／56名  100％ 

 

     

就職内定先 内定者数 

小型車ディーラー 37名 

大型車ディーラー 5名 

専業・自家 9名 

板金・塗装専門 5名 

設計・開発 2名 

建機 2名 

二輪 2名 

その他 6名 

合 計 68名 

 


